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講 演 ア ブス トラ ク ト

函   数   論

時 … ・・9月 14日 015日

所 … ・・早 稲 田 大 学

(第Ⅲ会場)

14日  9:30～ 12:00  普 通講演  1～ 9

13:30～15:00  普 通講演 10～ 15

15:30～16:30  特 別講演

15日  10:00～ 12:00  普 通講演 16～ 23

13:30～15:00  普 通講演 24～ 29

15:30～16:30  特 別講演





9月 1 4日 (水)

9:30-12:00

1.上 田 英 靖

2.柳 原  宏

3.戸 田 暢 茂

4.大 津賀 信

5。 若林  功

6.吉 田 洋 一

7.馨
口 霧 Z

8。 小林 昇 治

9.堀 内龍太郎

13:30-15:00

10。吉田 克 明

H.林  実 樹広

12.増 本  誠

13.中 内 伸 光

14.池 上 輝 男

15.鈴 木 紀 明

函数論特別講演

柴  雅 和

9月 1 5日 (木)

10:00-12:00

16。難波  誠

17.上 田 哲 生

18.高 瀬 正 仁

19.山 口 博 史

20.泊   昌 孝

21.暫
鷹 猥 彙

22. 坪井  日召二■

23.東 川 和 夫

(大 同 工 大)

(東 工 大 。理)

(名  工   大 )

(学習 院 大 。理)

(東 京 農 工 大)

(京   大 ・理)
(京   大 。理)

(長岡技術大 ・工)

(京 産 大 。理)

位数が1/2未満のある種の有理型函数の最小値について

ある種の有理型函数族に関するTauberian therem

微分方程式 (ω
′
)・=昌 αJω

」の有理型函数解の増大度

関数系に関するCartanの 予想について

解析函数の代数点の評価について

Rouch6の 定理をめぐって

リーマン面上のBMOに ついて

IInage areas and BMO norms of analytic

ワイヤス トラス点とテータ関数についての一注意
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有限生成 Kle in群上の準同型写像について

Essential minimal surface and

geometric torus theorem

(阪 市  大 。理)調 和空間の Martin tt compact化 について

(広   大 。理)半 完全最大値原理を満たす実連続核のレゾルベントについて
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(九   大 。理)

(滋 賀 大 ・教育)

(京 大 ・数理研)

(鹿児島大 。教養)
(鹿児島大 ・教養)

(鹿児島大 ・教養)

(富 山 大 。理)
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(広   大 。理 )種 数有限な開 Riemann面 の流れ函数による実現一一流体力学的接

続 と平行裁線被覆面一― および Riemann― Hurwitz型 公式

(15:30～16:30)

多変数 Weil―T6yama理 論について             lo

有限位数整函数の解析族                   15

内分岐域における正則函数の Surfaces equ市 。quesに ついて 15

多様体上の擬凸状域の変動について              15

等式 Pσ=Pα が成立する特異点について            lo

「無限小安定正則写像の芽は安定」の approximation method
による証明                         lo

通常特異点を持つ analytic varietiesの解析的変位族について 10

有界領域のあるエルミー ト・ベクトル東            15



13:30-15:00

24.大 沢 健 夫

25。大沢 健 夫

26.実
預 種 柔

27.田 島 慎 一

28.三 富 照 久

29.藤 本 佳 久

函数論特別講演
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数理研)ケ ーラー多様体上のポアンカレ束とレビ問題          15

数理研)]資 擬凸 CR多 様体の超曲面としての実現            15

毅鐘II}強
擬凸多様体と強擬凸領域                   15

。教養) CR hyperfunctionの local extensionに ついて        15

大 。理)区 分的強擬凸境界点における∬
∞
(D)の局所化と近似値定理について 15

・教養)可 算無限次元空間における相対コホモロジ
ー群と擬凸開集合    10

(東 工  大 。理)双 曲的多様体と函数体上の Mordell予 想について  (15:30～ 16:30)



9月 ]4日

1.上 田英靖 (大同工大)位 数が 1/2未満のある種

の有理型函数の最J 値ヽについて

ρ, δを0<ρ<1/2, 1-COSη <δ ≦1を満たす定数

とする。.筏 sで,次の 2条 件を満たす全平面で有理

型の函数ノの集合とする.(1)ノの位数はρである.

(ii)適当な複素数 αに対 して,

メ0)キα,Mγ ,∞,ノ)<(1-δ)Mr,α,ノ)+0(1)

(γ→∞)

が成立する。さらに,γ≧0に おいて,正値連続,単

調減少で,か つ r→∞のとき0に収東するような函

数 んの集合をSと 書く。さて,次 の評価はよく知ら

れている。

定理A.ノ ∈・4,sに 対し,適 当なん∈Sを とれば

(1)16g π
*(γ
,ノ)>(η9/sin πρ)(coS″-1+δ )(1-

ん(γ))T(γ,ノ)を満たす任意に大きい γが存在する。

(π
*(γ
,ノ)=minに|=rlノ(2)|)

定理Aに おいては,全 てのノ∈・4,sに対して(1)を

満たすようなん∈Sは (同一のものとしては)存 在

しないことが示される。
'そ
こで,各 ん∈Sに 対して,

適当な。//p,sの部分集合を与え,それに属するノは(1)

を満たすことを示す。.同 様のことを,一 んで置き

換えられたんをもった(1)に対しても,示 す。

2.柳 原 宏 (東工大 。理)或 る種の有理型函数族

に関する Tauberian theorem

有理型函数ノについて,

πズr,ノ)2=鼻∫lk1011メγθり|ソdθとおく。
ノが整函数gによってノ(Z)=g(2)/g(一Z)と 表わさ

れている時,ノの位数をρとして次式が成立する.

理SuP券鋳早≧鳥券瑶争
(M.OZAWA)

上の不等式において等号が成り立つときの函数に

ついて,Fourier級 数の方法を用いると,g(z)が ,

locaHy Linde16ffianで あることがわかる。

3.戸 田暢茂 (名工大)(ω
′
)η=二 α′υ

り
の有理型函

数解の増大度について

αO,…,αれをIZI<∞ での有理型函数としたとき,

微分方程式 (グ)・=Σ  αJυ
'(α
"≠0)のIZI<∞ での

有理型函数解 ω=狐 z)は Tlグ,αJ)=S(γ,υ)(ブ=o,

・・・,π)を満たしているとき,admissibleと いわれ

る。春の学会では,Gackstatter― Laineの 予想

との関連で,1≦ π≦η-1の とき,(グ)・=α "(ω+α)"

かつ (2-π )lη(α:定数)の場合を除いて,この方程

式は admissibleな 解を持たないことを述べた。こ

こでは,こ の結果の精密化として,Tl γ,ω)がπγ,α′)

を用いて評価できることなどについて報告する。

4.大 津賀 信 (学習院大 。理)関 数系に関する

Cartanの 予想について

整関数の超越系ノ=(/1,…,九+1)に対して,υ (Z)=

II三 担 肥 |:讐 磁 l理 :[

おける零点の位数として (g(2)キ0の ときにはν(2,

0,g)=0と する),

N2λ (2,0,g)=Σ ″min(η一λ,ν(Z,0,9))log+(γ/IZI)

+min(π ―λ,ν(o,o,g))log r

とおく。X=IFl,… ,島|は /1,…,九+1の一次結合 (≒

0)か らなる集合で,Xの どの η+1個 も行列式 キ 0

の変換で/1,…,∫41か ら得られるものとする。Car―

tanは 50年前に

(σ-2-1-ガ T(γ,ノ)≦Σユ1馬_λ(r,0,鳥)+S(r)

を予想し,最 近戸田氏はλ=1の 場合を証明した。

今回 λ=2の とき成り立つことを報告する。λ=3の

場合にもふれる。

5.若 林 功 (東京農工大)解 析函数の代数点の評

価について

解析函数の代数点に於ける値は一般に超越数とな

る。例外点の個数を上から押える評価式がSchnei_

der, Lang」やBertrand,Ch00dnovsky に よ

って与えられてぃるが,一 般の解析函数に対しては,

それらが最良の評価式であることを実際に函数を構

成して示し,特 にその場合には評価式から体の拡大

次数を取去れないことを示す。

Schneider―Langの評価式 :位数ρの有理型函数

ノが微分方程式 ノ
′=P(Z,ノ)を 満たすとする (P∈

Q[X,y]).κを数体,d=[κ :Q]とする。

→♯lω∈κlノ
(詢
(ω)∈κ ん≧ol≦αρ.

予想 :上で右辺はρとできないか?



定理 :κを実代数体,ρ,η はπ≦[κ:Q]ρを満た

すとする.

→位数ρの整函数∫が存在してη個の点 λ=1,… ,

ηで た≧0に 対して次を満たす。

(i)ノ
(D(Al∈
′κ。(五)|ノ

(D(ガ
|≦た
た。

6.吉 田洋一 (立教大名誉教授)Rouch6の 定理を

めぐって

Rouch6の 定理に関連した論文の別刷で手許にあ

るのは PIMontel(1933)と Terasaka(1927)だ け

である.今 回,こ れら論文及び内外の函数論 (複素

解析)の 本で所氏のものを調べ,こ の定理をめぐる

問題について話す。

フ.楠  幸 男 (京大 。理)・谷口雅彦 (京大 。理)

リーマン面上の BMOに ついて

リーマン面 Rで 考えられる若干のBMO(bound―

ed mean oscillation)函 数族とDirichlet函 数

との関連について得られた結果を報告する。

まず一次元 BMO函 数から定義される R上 の調和

函数の族 BMOHR)に ついては,υ ∈ID(R)が R上

のある正貝J函数ノによって し豊C・loglノ|(Cは定数)

と表わされるとき乞∈BMOff(R)が 示される。これ

は Metzgerの 結果 AD(R)⊂ BMOバ R)の
一般化

を与える。

次に R(∝ Oc)上 の二次元 BMOの 族 BMO(R)に

ついては,(i)台 がコンパクトな測度μの Greenポ

テンシャル Pμは BMO(R)に 属する。(ii)ノ∈BM0

(R)がコンパクト集合の外で有界ならば,ノ はPOin_

car6計 量 λに関するBMOの 族 BMO(R,λ )に も

属する.し たがって上述の Pμは更にBMO(R,λ )に

属する。(i五)Rが 有限リーマン面ならばffD(R)⊂

BMO(R)で ある。

8.小 林昇治 (長岡技科大
。工)lmage areas and

BMO norms of anaiytic functions

Riemann tt R Oヽ c上の解析函数ノに対して,

4(/1=÷arealノ(R)|,D(∫)=寺∫∫RIノ
'(Z)12d"dy

および

Bげ) =秘 p÷
∫∫RI∫
′
(a 1 2 g ( z ,α) d r d yとする。こ

こにg(z,α)はRの Green函 数である。R上 の解

析函数の空間4D(R)=|ノ:D(∫)<+∞ |とBM04

(R)=|ノ :B(ノ)<+∞ |を考える。Metzger(1981)は

スD(R)⊂ BMO■ (R)を 示 した。Stegenga(1980)

は R=|I ZI>11の とき,3(ノ )≦cA(ノ)(・C)を示した。

ここでは次の結果を報告する.

定理.B(ハ ≦バ∫).系 .B(∫ )≦D(∫〉

等号条件についての注意も述べる。証明はGreen

の公式とsubordination原 理を使ってなされる。

9。 堀内龍太郎 (京産大 ・理)ワ イヤス トラス点と

テータ関数についての一注意

Mを 種数 g≧ 2の コンパクトリーマン面とする。π

をそのヤコビ準同型とすると,乞 は始点 Bに 依存す

る.77=lυ (D)IDは 次数 年のM上 の正因子|とし,

θをリーヤンのテータ関数とする。リ
ーマンは次のこ

とを証明した :θ(″鉾1-″ s_1-θ)=0か つ θ(7s一

Ws一 θ)キ0な らば,C≡ π(D)+κ 。ここで Dは 次数

g-1の 正因子で,一 Dの 倍数となる因子をもつ有理

型関数のつくるベクトル空間の次元は Sで ある。こ

こではこれに関連して,始 点Bが ワイヤス トラス点

であるとき, θ(″s―W3-κ )=0あ るいは ≒0が分か

れば,Bの 空隙値が完全に決定出来ることを示す。

Kは リーマン定数のベクトルである.

10.吉 田克明 (日大 ・理工)On compact Riemann

surfacёs admitting autOmorphism with fixed

points

Mを 種数 gの co面pa c t  R i e m a n n面 とし, Tを

,個の固定点を持つ位数 Nの 自己同型写像 とする.

Mを M/〈T〉の被覆面とみなすとき,被覆の分岐状態

は固定点の性質 (どのようなgap列 を持つか)で決

定される。よく知られているように, ι≧5の場合は

すべての固定点が,Wё ierstrass点 であるので,

ここでは 1≦ι≦4に ついて調べた.(i)一 般の場合と

して,固 定点の 1つ が通常点。(五)extremalな 場

合として,固定点の1つがhypereniptiC Weier―

strass点 および,weightlの Weierstrass点

について具体的に被覆の分岐状態を決定した。

次に,上 の分類の各場合にηl=dim〃 fを 計算し

た。ここで,If=lθ :正貝19次 微分 IT(θ)=ε
ta ε=

θ2πじ/ⅣI。これらは 「Automorphisms of com―

pact Riemann surfaces(Lewittes)」 Amer.

J o  M a t h . 8 5 ( 1 9 6 3 )のいくつかの結果の拡張または部
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分的な精密化である.更 に時間があれば,上 の結果

から若干の応用を述べたい.

11。林 実 樹広 (北大 。理)H∞ (R)分 離についての

一注意

Dを 有界平面,Rを D上 の unlimited rami―

fied finite sheet coveringとしたとき,Fore―

lliは次のことを示 した。″
∞
(R)が Rの 点を分離す

るための必要十分条件は,(1)3α∈D:α上の fibre

が〃
∞
(R)で分離されること.こ こでは,この事実は,

Dが 次の 2つ の性質(2),(3)をみたす Riemann面

であっても成立することを注意する。

(2)ff∞(D)は Dの 点をRoydenの 意味で弱分離する.

(3)各点 α∈Dに 極をもつ Dの 無限達点で有界な有理

型関数がある。

また,(1),(2),(3)がみたされれば,Rお よび,Rの

任意の部分領域もまた(2),(3)の性質をもつので,こ

の方法で一連の″
∞
(R)分離な例が作れる。

12.増 本 誠 (京大 。理)有 限生成 Klein群上の準

同型写像について

ムは有限生成 Klein tt「の成分の不変和で,R=

乙/Γは連結とする。ΓからMbbius変 換群 Gの 中

への準同型で,Rの punctureに 対応する「の放物

的変換をGの 単位元または放物的変換に写すような

ものの全体をχ (各点収束の位相を導入)と おく.

Xの 元の作り方として,「 の擬等角変形によるもの

と,Schwarz微 分方程式の一価な解を用いるもの

とが知られているが,こ こでは逆に id:「―Gに 十

分近いXの 元はすべてそのようにして得られること

を報告する。これは, Gardiner― Kra(Indiana

Math.J。,21(1972),1037-1059)の結果の一般化であ

る。これの応用として,有 限生成函数群が擬安定に

なるための必要十分条件を,Schwarz微 分方程式

の解の挙動で言い表すことができた。

13.中 内伸光 (阪大・理)Essenual minimal sur―

faces and geOmetric torus theorem

〃を3次 元 compact orientable Riemann―

ian manifold with convex incompressible

boundary‐ ひ花(lИ)=0,ス をannulus,Tを torus

とする。連続写像 ノ:(■,∂4)→(M,aM)が essen―

tia lとは, incompressibleかつ bounday in―

compressible〔本年春の講演参照〕のことをいう。

連続写像 g:T―Mが essentialとはincompress―

ib leかつnon―peripheral,i.e.ル ■(7)が■(∂M)

の部分群に■(M)で共役ではないことをいう.

このとき, Waldhausenの P.L.torus theorem

の次の様な極小曲面によるgeometric version

が得られる.

定理.Tか らMへ のessential smooth map

が一つでもあれば,次 の(A),(B)のいずれかが成り立

つ:(A)(i)Tか ら″へのessential smooth map

全体の中で面積最小が存在.(li)そ の様 な任意の

mapは 埋入あるしヽま埋入の2重被覆。(iii)その様な任

意の 2つ のmapの 像は,互いに素か,等 しいか,高

々一つの simple loopで 交わる:(B)(A)に おいて

Tを ■,loopを pathに かえたものが成り立つ。

14.池 上輝男 (阪大 。理)調 和空間の MarJn型

compact化 について

調和空間内の正の調和関数を調和空間のcompact

化における境界上の測度で積分表示することは一般

にはできない。最近のPo Loeb(Math.Ann.1980)

の論文をヒントにして,有 界な調和関数に制限して

上述の積分表示を可能にするcompac`ヒ を定義す

る.これはBrelotの調和空間のMartin compact

化を含み,Loebの compact化 も又Martin型 で

あるが,一つのMartin型 に対してそれをquotient

spaceと する男Jの Martin tt compact化 もあり

うる。

このM a r t i n  t t  c o m p a c t化ではm i n i m a l  t h i n―

n e s sが その位相とある意味で c o m p a t i b l eであ

り, Fatou―Doob― Naim theOremが なり立つ。

15.鈴 木紀明 (広大。理)半 完全最大値を満たす実

連続核のレゾルベントについて

C(χ),CIX)で 局所 cοπραCι空間χ上の連続関

数及び cοπραcιな台をもつ連続関数全体からなる

位相線型空間を表わし,台 がXで ある正の _Radon

測度 πに対し, CⅨ χ) =げ∈C Xχ) :∫μ π= 0 1と

置 く。χ上の連続核 yが (πに関して)半 完全最大

値原理を満たすとは, V/∈ CⅨX),Va∈ Rに 対して,

y/≦ α οη Supp(ノ十)ならばy/≦ α οη χと帰結さ

- 3 -



れる時 を言 う。次の結果を得た。

定理.yは 半完全最大値原理 を満たし,更 に

(i) VC≧ 0,(y*+cr)μ ≦απ(resp.(7*+crl μ

=け∫dμ=0
ならばα≧0(resp.μ=0)。

(ii)V/∈Cl(X)に対し,lim y/1r)=0。

(i五)V/∈ CI(X)に対し,lim y/(工)=―∞.

この時,次 を満たすresolvent(yp),>0が存在する。

(1)y/― ypr=ρ ypLF(Aノ∈Cl(X))。

(2)(ツす)p>0はυηJ工γeCZγγοπιでπはその不

変測度.

0∫dπ=∞ならば,辮yJ(Ю(A/∈CⅨЮ〉

特別講演 (15:30～16:30)

柴 雅 和 (広大 。理)種 数有限な開 Riemann面

の流れによる実現一流体力学的接続と平行裁線被覆

面―および Riemann_Hurwitz型 公式

§1.Rを 種数 g(<∞ )の開Riemann面 ,ノをR

上の流れ函数 (Strёmungsfunktion),す なわち多

重湧 き出しpotential πを実部にもつ(非定数)1価

有理型函数とする :

α∫=απ+Jdυ
*=J9=ω *一Jω=:i曽

}α
Z=;暢 dZ

ここで,9は 半完全標準,ωは (実)distinguished

な微分,PO,Plは LO一および(Q)Ll―主函数.

函数 A/(λ∈C)を 簡単にS―函数とよぶ。またノの

極の(重複度を考えた)個数をμで表わす。

g=0,μ=1と きが古典的なStrbmungsfunktion

であって;∫はRの 極小水平裁線写像を与える (一

般一意化定理 :Courant,Koebe).この事実はまた

Bochnerに よってRiemann面 のcompactな 接

続の構成に利用されたが,そ の接続は
“
貝占りあわせ

的
"で
ある (§3参 照).

§2.被 覆面ノ:R→Oの幾何学的構造をしらべる。

理想境界∂Rにおけるノの挙動を知ることと∂Rを

実現することとは密接な関係がある.こ れらを同時

にとり扱 うために :

定理 1(Ri e m a n n―Hur w i t z型 公式の弱い形).

被覆面∫:R→∂について,

(1)総分岐指数yは有限,

(2)∂Rの 各成分γに非負整数Ⅳ(γ,ノ)が対応し,ほ

とんどすべてのγについてⅣ(γ,ノ)=0,

(3)Ⅳ(γ,ノ)=0ならば,ノはγの近傍で
“
単葉|

仏)g=1-μ+ザ+手ただし7=ΣγⅣ(γ,∫).
定理 1′. Ahlfors,Kusunoki, Sario θ )Abel

微分 (§1参 照)の 因子の次数は2g_2を こえない。

定理 1は ,7が 未だ完全に解析され尽くしてはい

ないが,次 の定理 2の証明にはこれで十分であり,

また定理 2に よってはじめて″の意味が明らかにな

る(定理1").定理 1の証明には,d/の 零点の数え方

に若干の工夫が必要である.我 々の方法は伝統的な

ものとは異なるが,“開
"Riemann面

の境界に複素

構造を都合よく導入するためにはより適切であるこ

とが,Riemann写 像定理や単位円のJoukowsky

変換によって例証される。

§3.流 れ函数を用いてRiemann面 は実現される:

定理 2.与 えられた対 (R,ノ)に対し,次 のような

3つ組 (R*,J,ノ
*)が
存在する。

(1)R*は 種数 gの 閉 Riemann面 ,

(2)J:R→ R*は 正則単射 (中への等角写像),

(3)meas(R*ヽ J(R))=0,

(4)ノ
*は R*上の有理型函数で,R*ヽJ(R)上正則,

(5)R上 ではノ=ノ
*。J,

(6)R*ヽJ(R)の各成分上でIm∫
*=定 数.

証明は3段階からなる :(i)まず定理 1を用いてほ

とんどすべての境界成分が単葉線分として実現され

ることを示し,(ii)それらをweldingして有限面を

つくり,(lii)最後に残りの成分を処理する一(i)は

Mizumotoの 予想を肯定する,(五i)は阪大 。柴田教

授との共同結果.

とくにRは compactな 被覆面∫
*:R*→ 0上 の

(一般)水平裁線領域として実現された一Koebeの

定理の正種数への拡張。またSario―Oikawaの 書

物の問題 3(主 函数のcompactificationによる特

徴づけ)に 1つの見方を与える。定理 2の さらに別

の見方として :R*は Rの compact,denseな 接続

である。しかも予め与えられたノが
“
自然に (正則

に)"R*まで拡張される。(Ao Moriによるcompact

な接続は類似の思想圏に属するが,denseで も

ないし,ノも正則には延長されない(最大値原理によ

る)。)上 のような接続 R*をその物理的意味に因んで

Rの流体力学的接続とよびたい。
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§4.定 理 2の 重要な系を2つ のべる。

定理 3.S― 函数は代数函数である。(Ahlfors―

Kusunoki― Sarioの 解析的微分は古典的なAbel

微分である)

定理 1″(R.―H.公式).定理 1(4)のWは ,∂Rに おけ

るノの総分岐指数を表わす ――― ∂R上 の ghOst

branch pointの 個数の評価.

定理 3は §1の どの立場からもこれまで明らかに

されていない。ノの,古 典的概念とのこの深いつなが

りこそ,Liouville型 の一意性定理などの代数函教

論の諸結果が開いた面へ拡張され得たことの傍証を

与えるものである。

Loewnerの 問題のTitusに よる解決や,最近の

FranCis,Marx,Quine等 の研究と,定 理 1″とは

近いけれども,彼 らの方法は組み合わせ的であり,

また対象は境界上に分岐点をもたないcompact

borderedな 面に限られている.

§5.g=1の 場合に制限して定理 1,1′,2の 応用を

与える。Rの compactな 接続の全体をC(R)と す

る。各 T∈ C(R)に は Rの marking И ,31か ら生じ

る測地線によるmarking lスT,371を与え,大寸応する

modulusを α(T)で示す。g=0の とき円弧 (枚射)

裁線領域 (Carleman等 )のg=1へ の拡張として :

定理 4.C(R)に は 2つ の特徴的なtori TO,■が

あって,

(1)理 3斎
Im α(7)=Im α (■),■:湯)Im α(T)=Im α

(■).

(2)Im α (r)=Im α (■)→T=■ (ブ=o,1)。

(3)■ ＼Rは ■7と角 ガ/2を なす測地的平行裁線集

合.そ の全面積は0(ノ=0,1)。

さて, T∈ C(R)の (principal)modulusの な

す集合 M(R)は 有界集合である(″eJηs)が,もっと

精しく :

定理 5。 (1)M(R)は C内 の閉円板である.

(2)∂″(R)上の torusに は,Rが 一意的に接続さ

れ,そ それらはすべて流体力学的接続.

(3)M(R)の 内部にあるtorus rへ の接続は,Tの

自己等角写像を無視しても一意的とは限らない。

定理 5に おける〃(R)の 半径 σ(R)は ,Rのrigid_

ityを 示すもので,Schifferの spanの 拡張概念

である :σ(R)=0⇔ R∈ 0ス,。

9月 15日

16.難 波 誠 (東北大。理)多 変数 We:卜T6yama

理論について

Mを η次元非特異射影多様体,3=Dl∪ …∪Dsを

″のsimple normal crossing超 曲面とし,M=

M― sing B,3=B一 sing B,DJ=DJ― sing B,

1≦ノ≦s,とぉく。%(1≦ブ≦S)を,Dプ を正の向きに

ひと回りする道とし,Cノ'1≦ブ≦s,を 2以上の自然数

として,″ をガ
′,1≦ブ≦S,で生成されたる(M-3)

の正規部分群とする。この時,次 を仮定する :

ガヽ〃 1≦
Vd≦ο,-1,V.こ の条件の元で,加

藤十吉氏の方法で,因 子D=ο lDl+…+θeDsで 分

岐するGaloiS covering MD→ Mで (1)MD:単連

結,(2)MD→ 〃はDで 分岐するcoveringsの うち

で最大一―なる条件をみたす複素多様体庸Dが 作れ

る。ここでは,MD→ Mに ついて,代 数関数体の拡大

に関するWeil―T6yama理 論のanalogyを 試みる。

17.上田哲生 (京大・理)有 限位数整函数の解析族

アダマールの定理によって次のことが知られてい

る :(i)∫を位数λ<∞ の (一変数)整函数とすると

その零点の位数は入以下である。(五)スをC上 の位

数λ<∞ の因子とすると,標 準積によって■を零点

とする位数λの整函数Fが与えられる。(1五)スを零

点とする位数有限の整函数∫はノ=ο
P・
二 こ こに

Pは 多項式,の 形をしている。ノの位数=maxlλ ,

deg PI.

Ωを複素変数 ιの空間の領域とする。C× Ω 上の

正則函数工 因子4は ,そ れぞれc上 の整函数, 因

子のパラメータ〕に解析的に依存する族と見なすこ

とができる。これらの位数はιの函数である.こ の

ような族にたいして,ア ダマールの定理に大寸応する

性質がどこまで成立つかを考察する.

18.高瀬正三 (九大。理)内 分岐域における正則函

数O Surfaces 6quivogues:こっも`て

空間CIκ )の上の被覆域 Rと Rの 上の正則函数ノ

を考える。Rの 点γに対して,γと本目異ならてしかも

γと同一の底点をもつ点γ
′
があって,ノ(γ)=ノ(γ

′
)

となるとせよ。そのとき,こ のような点γをノに関

するpoint 6qu市 oqueと 呼ぶ.こ のような点の全

体(正確|コまその閉包)力Vに 関するsurface ёqui_
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voqueで ある。Rの 上のすべての正則函数が必ず

(退化しない)surface ё quivoqueを もつことが

ある。そのような域のもつ一般的特徴を可能な限り

詳細に述べる。たとえば,Rは ある域 R′の倍域であ

って, しかもRは R′に関して不分岐(すなわち相対

分岐面が退化する)であれば,Rは そのような性質を

もつ。

19.山 口博史 (滋賀大 ・教育)多 様体上の擬凸状域

の変動について

乙:IZI<ρ,M:閉 又は開π次元複素多様体,ご s2:

M上 のエルミー ト計量,0:Mの 定点,σ 。(P):dS2

に関するラプラス方程式の点 0で の基本解.0は 次

の条件を満す,直 積ム×Mの 不分岐域とする :(i)の

は擬凸状である,(il)の⊃ム×101,(iii)各 Z∈ 乙上

のファイバーの(Z)の境界は実解析的で,通常点より

成る.扱 て,Mの 領域の(2)の点 0に 関するグリ
ー

ン函数 g(z,P)を 考え,λ(2)=limP→。(g(Z,P)一

σ。(P))と置く.λ(z)を D(Z)の 点 0に 関するロバン定

数と呼ぶ。次の不等式が成立する :(a2λ/∂z∂2)(Z)

≦計∫∫70〔(5%)∧(*∂幾)+Rel(5%)∧
(巽|*ω)トウ1髪12∂5*ω),
但 し,ω は dS2に対する(1,1)形式,Ω "は正の定数.

系.dsうがケーラニ的であるならば,① (∂
2λ
/

∂za2)(2)≦―(1/Ω.)||∂(ag/∂z)||夕勧 等号が成立す

るのは,gが 両面擬凸状の時に限る。② 条件(iii)

を落としても,λ(2)のムでの優調和性は言える。

20.泊  昌 孝 (京大 ・数理研)等 式ρσ=pα が成立す

る特異点について

正規 2次元特異点 (スρ)及び,特 異点解消 ψ:(ス

■)→(スρ)を考える。(スρ)の幾何種数 P,(スp)及

び算術種数 Pα(スρ)を P′(ムρ)=dimcRl■ 0', 及

びρα(スρ)=suplρ α(D)ld市 ison D orス D>0,

IDI⊂41と 定めると,一 般に不等式 Pα≦ρσが成立

することが知られている.

定理。(ス ρ)を正規 2次 元特異点 とする。等号

ρ。(ス ρ)=pα(V,ρ)が成立すれば,P。(ス ρ)≦dimc

Extty(C,Oy)で ある.

注意.整 数dimc Extty(C,0ソ)はCOhen―Macau―

l a y  t y p eと呼ばれ,定理は,C o  M . t y p e = 1の時

(すなわち,Gorenstein特 異点の時)に 大柳,S.

S.―T.Yau, 日 高―渡辺(敬),渡辺(公)ら によって

得られた一連の命題の拡張を与えている。

21.坪 井昭二 (鹿児島大 ・教養)。宮嶋公夫 (鹿児島

。大教養)「無限小安定正則写像の芽は安定」 の

approximation methodによる証明

ノ:(X,S)→(工ρ)を sに おける正則写像の芽とす

る.こ こで X,yは 複素多様体,p∈ y:定点,S:ノ
~1

(p)の相異なる有限個の点の集合.ノ がSにおいてJ.

N.Matherの 意味で無限小安定であるとする|つ ま

り,げ (θχs)+0/1θちp)=Orlsが成立。ここで,θχ,

θγはそれぞれX,y上 の正則ベクトル場の層,θノ=

ノ
*θyは写像ノに沿った正則ベクトル場の層,げ :

θχ→θヵ明に ノ
*θy→θノは自然な層準同型。この時,

ノが安定であること,つ まリノの任意の変形F:X×

M→ y×M→ Mは 写像の芽の意味で常にf×id″に同

型であることは,ベ クトル場を積分することによっ

てJ.NoMatherに よって証明されているが,こ こで

は同型を与える写像G:X× M→ X× M,I:yx M→

y×M(F。ご=π。(∫×id″))を遂次近似で形式解

を求め,収 東性を示す手法により求めることができ

ることを示す.ノルム評価付 Weierstrass d市 i―

ision thearemを 使 う。

22.坪 井昭二 (鹿児島大 ・教養)通 常特異点を持つ

ana:yjc varieJe sの解析的変位族について

Pttc)⊂Xη:非特異複素射影的代数多様体,π :

PⅣ(C)→Pp(c),linear projectionとする。η<

ρ,かつ(■,ρ)がJ.NoMatherの 意味でnice range

にり民しているとするとgenericな πに文寸して,πlχ:

X― Pρ(C)は無限小安定写像であり,π (X)の特異

点の解析型は有限個ですべて分類 されている。この

ようにして現われる特異点を通常特異点と呼ぼう。

y"⊂″pを通常特異点を持つ analytic variety

とする。曲面の場合にならって,yの Wの 中での解

析的変位族 (夕,ろ。,M)(夕 ⊂W× M,あ=pr″夕)を 定

義すると, Vι∈Mに 於て特性写像 σ2:TズM)→ ∬
0

(y`,Nγ3)が定義できる。ただし,NyEは,θw3(log L)

をyこに沿つた 7上 の対数的正則ベクトル場の層とし

たとき,Ⅳγι=θ 駒/θ″ι(log y2)で定義する.π:X→ y,

正規化とし,∫ =joη:X― ″とおく。ただし,J:y
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L inclusiOn.こ の時,写 像ノの解析的変形族の

芽と,yの アの中での変位族の芽はこategoryと し

て同型,が わかる。

23.東 川和夫 (富山大。理)有 界領域のあるエルミー

ト0ベ クトル東

Dを C・の有界領域,λ。,"をD上 のL2正 則関数か

ら派生する2π次フィンスラー計量とする(今春の学

会で述べた).S"(D)⊂ ●
"T(D)を π次対称複素ベク

トル東とする。λQれは,正 則ベクトル東 S"(D)(階 数

(2+霧
~1))上
のエルミート・ファイバー計量 g(例を定め

る。,(1)は通常のバーグマン計量である。多重指数ス=

(αl, 。̈,απ)に対 して,∂ αl●…●∂α"の対称化を∂′

で表わす。g鰐=g(a(∂.,5J,g(0のエルミート接続に

よる曲率テンソルをR霧面とおく (小林の教科書
“
Hyperbolic Manifolds・…・・"の37-38ページ参

照).

定理.各 自然数πに対して,次 が成立する :

R鰐lα5=g鵬 ―gttg鰐―Σgl■1)g鰐5ク留5。
ここで(g離Jは(g粘

1)の逆行列,g(。=1でぁる。

特にπ=1の ときは次のFuksの 結果を得る:D

のバーグマン計量 θい)の正則断面曲率をHSCと すれ

ば, λO,2=(2-ISC)(λO,1)2.

24.大 沢健夫 (京大・数理研)ケーラー多様体上の

ポアンカレ東とレビ問題

複素多様体″上の解析的ファイバ,東 P― Mが ポ

アンカレ東とは,フ ァイバーFの 計量で断面曲率が

非正なるものがあり,Pは 表現 凛〃)→Isometry

(F)に よって定まっていることをいう。

定理 1.ポ アンカレ束 Pに ついて,Mが コンパク

ト,ケ ーラー多様体,dim F=1,Fは 連結,な らば

Pは 弱 1完備である。

応用.PSL(2,2)の 有限イ固の不連続部分群「l,
・・・,Γιと部分群 Γ⊂「l×…×Γιにつき,上 半平面 〃

の直積〃
この商空間″

ι
/「は弱 1完備.

系.不 連続部分群 「l,F2⊂PSL(2,2)に つき,ff/

鳥(J=1,2)が非コンパクトであるか,も しくは〃/

「l笙〃/F2な らぎる場合,Γ l×F2の指数無限の部分

群 「に対し,〃 ×″/Γはスタイン多様体である.

25.大 沢健夫 (京大・数理研)強擬凸CR多 様体の超

曲面としての実現

奇数次元 CR多 様体 Xが 強擬凸であるとは, rS

Cの 部分束への分解 T枢 )Tr●Fに ついて,Fの ラン

クが 1,か つ局所枠 υl,・・・,υπ_1∈β(a rl),θ∈ε(a

F),υ⊂xが 定める行列 (Cヵ)が常に定値であること

をいう。但 し,√ 耳 c″θ≡[ % ,υJ ] m o d  T D鷲 .

定理.Xを コンパクトな強擬凸CR多 様体とする.

dim X≧ 5な らば,複 素多様体″と,滑 らかな実余

次元 1の埋めこみノ:X→ Mが あうて,Tr=(r迅

C)∪ノ
*%と
なっている.但 し,T`は LΘ Cの 正

則部分.

26.中 野茂男 (京大・数理研)・大沢健夫 (京大 ・数

理研)強 擬凸多様体と強擬凸領域

複素多様体χが強擬凸であるとは,Xか ら区間[0,

d)(0<d≦ +∞ )へのC∞―級固有写像 ψで,Xの コン

ィヾクト集合κを除いて,強 多重劣調和なものが存在

することである.この時sup″≦κψけ)<C<dな るCに対し,

Xc=lκ ∈Xlψ(■)<clは また強擬凸だが,このように表

現できる強擬凸多様体を,この講演では強擬凸領域とよぶ。

di面cX≧ 3の時について,強 擬凸多様体Xが 強擬

凸領域であための,一 つの十分条件を与える。

27.田 島慎― (新潟大教養)CR hyperfuncJons

O:ocal extensiOn:こつも`て

A.Andreotti,c.D.Hillらは複素多様体X内 の実

超曲面Ⅳ上の CR.function(及び高次のbounda_

ry cohomology gr.)に 文寸するLewy's exten―

sion問 題を∂方程式系に対する片側 Cauchy問 題

として把握し,擬 凸性との関係を明らかにしており

ます。

ⅣがX内 のgenericな CR多 様体の場合にも,N

上の CR hyperfunctionに 大寸するH.Lewy の 間

題はhyperfunctiOnに 丈・lするCanchy F・5題と解

釈 されることと,Ⅳ 上の CR microfunctionが

Lewyの 問題の解ける為のobstractionと一致する

ことを示 します。

応用として, Bedfordと Fornaess(local

exten,ion of CR function fronl weakly

pseudoconvex boundaries)の 結果の拡張につ

いて報告します。
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28.三 富照久 (九大。理)区分的強擬凸境界点におけ

る H∞(D)の局所化と近似定理について

CⅣ⊂⊂D,apは 区分的強擬凸境界,i.e。,有限個の強

擬凸境界の横断面交わり.・〃(D)を ″
∞
(D)の極大イ

デアル空間.

projection Z:・〃(D)→C″,Z:=(21,…
・,2Ⅳ)に

対して,"∈ 5上のfib e rを,〃メD): = Z lけ), f i―

ber algebra .イ ″(D)を ″
∞
(D)への・〃,(D)への

restriction algebraと 司卜る.こ θワとき,

定理 (Localization Theorem).″ ∈∂D,Uは

■の強擬凸近傍.

(I)・〃ID)～,〃″(D∪ U)(homeomorphic)

(1).イχ(D)～,イ″(D∪ U)(isomOrphic)

系.Cl(ノ:κ)=/~(Mχ(D))for■∈″
∞(D)

上の結果は[1]の高次元への拡張であり,証明は,

[1]の基本補題をか問題の解のuniform estimate

を用いて拡張する事により得られる。同様にして,

[2]の近似定理の
“
Dがスタイン近傍系をもつ

"とい

う条件は,E=|工 |の場合には,はずせるという事が

わかる。

[1].ToW.Gamelin,Pacific J.Math。 34(1970),

73-81.[2].R.M.Range,Math.Ann.201(1973),

9-17.

29.藤 本佳久 (東大・教養)可算無限次元空間におけ

る相対コホモロジー群と擬凸開集合

我々は,可 算無限次元空間C∞(DFS位 相を入れた

ものをΣCと かく)の開集合をモデルとする可算無限

次元複素多様体の特別なクラスー】レスタイン多様

体一に対して,岡―カルタンの定理 Bの 類似を示 した。

ここでは,そ の逆の問題を考えよう.す なわち,

問題.Σ  の 開集合 υに対して〃貿ユ )́=0(た≧1)

ならば, 酬ま擬ピヽか ?

を考える。

一方,佐 藤超函数論の結果を用いることによって,

I島 ∩y(び,´),″ノ(a´ )等のΣCの ワクで相対コホモ

ロジー群の消滅を論ずることができる。この結果を

使うことにより,上 の間は否定的であることが示さ

れる.す なわち,″
ん
(υ,′)=0(ん≧1)と なる擬凸で

ないΣCの 開集合 yが 存在することを示すことがで

きる。

特別講演 (15:30～16:30)

野口潤次郎 (東工大
。理)双曲的多様体と函数体上

の MOrdell予想について

函数体上の代数曲線に対するMordeH予 想は,

Manin[8]及 びGrauert[2]に より肯定的に解決さ

れた。ここではその高次元化を考える。Lang[7]

は双曲的多様体 ([5])の言葉を用いて,い くつかの間

題を提示 している。数論的には有理点が十分多くあ

ると定義体の降下が起ることを言うものであり,幾

何学的にはフアイバ
ー空間に有理横切断が十分多く

あるとそれは自明 (直積型)に なることを言うもの

である。そして自明な場合にLang[7]は 次 を予想

している :

Langの 予想.あ る代数多様体から双曲的射影代

数多様体への支配的有理写像は有限個 しかない。

扱てたをcharん =0の 代数的閉体 (ん=Cと しても

よい),κをた上の函数体とする。夕をκ上定義され

た非特異射影代数多様体,夕 (κ)をそのκ
一有理点

の集合とする。

定理 1([10]).ZariSki接空間 Tly)が 負であると

する。夕(K)が夕で Zariski桐 密ならば,(i)夕は

κ上で,た上定義された射影代数多様体 夕。に同型で

ある.(ii)ノ 0(κ)一ク0(た)は有限である。

dimκ夕=1な らば,こ れは[8]と[2]の結果そのも

のである。κを函数体とするた上の代数多様体 Rを

取 り,乃 イバー空間(X,4R)を そのgenericフ ァ

イバーがノである様に取る。ノば )の元は(X,4R)

の有理横切断に対応 し,(1)は(X,4R)が 直積型 (R

×χぉ,p,R)(30∈R)に 同型になることを言い,(ii)

は Rか らXぉへの非定数有理写像は有限個 しか な

いことを言っている。後者はχぁが双曲的と仮定し

ただけでは成立しない。これに関して次の定理が示

される。M,Nを コンパクト複素多様体とし,J:(M,

N)=|∫ :″→Ⅳ有理型写像,rankノ ≧ιlと置く。

定理 2([12]).∧
ιT(N)が負ならば,ノ ι(M,N)は

有限である。(Cf.Langの 予想,[5],[4],[14].)

扱て定理 1で T(′)が負とした。するとT(X3)(X,=

〆1(ι), tCR)は 負になり,X3は 双曲的になる。そ

こで [7]にある問題のように,各 ファイバ
ーがコンパ

クト双曲的である双曲的ファイバ
ー空間 (X,ろR)を

(複素空間のカテゴリーで)考える。但 し(X,ろR)は ,

そ

毛桑らIiSki「
「         1警 ち
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ろR)を持つとする。定義。(X,ろR)が (X,こR)に

双曲的に埋込まれているとは,任 意の ι∈∂R=R―

Rに 対し近傍 び∋ιが在って,任意の“1,κ2∈X3,κlキ

κ2, に対し近傍 yι∋為 が在ってご珀(」aR)(71∩X,

72∩X)>0と なることとする.こ こでご*は 複素空

間*の 双曲的擬距離を表わす。「を(χろR)の有理

型横切断の全体とし,ι∈Rに 対しΓ(の=IS(の :S∈

ΓIと置く.

定理 3([11]).Rを非特異,xを 正規,(X,ろ R)

を双曲的ファイバー空間とし次の条件を仮定する :

イ)(X,こ R)は (X,ろR)に 双曲的に埋込まれてぃる.

もしιO∈Rで 「(30)がχぉ内 Zaniski棚 密ならば,

コンパクト複素多様体 買
′
と正則写像 死:豆

′→層が存

名胤 峨 11筆 1lf′ 醐 謳 脅∬

R′×lX―R× Xぁが在って,a R′ ×Rχ: R′×Rχ→

R× Xぉは R′上のファイバー空間の間の双正則同型

を与える。(lii)もしχ多が
一般型であるガ AuIXぉ )=

111ならば,R′=R,R′ =Rと 取れる。(Cf.[13])

注 1.dim Xぉ≦2で Xぁが双曲的代数多様体なら

ば,Xぁ は一般型である([9])。注 2.も しLangの

予想が正 しければ,常 に「
′=「 ,Rtt Rと取れる。

定理 3で更に(X,こR)を ん上定義された射影的代

数ファイバー空間とし,κ をRの 函数体,ノ をその

genericフ ァイバーとすると,次 が成立する。

系.ク (κ)がZarishi棚 密ならば,κの有限次拡

大 κ
′が存在してク×κκ

′
はκ′上で,た上定義された

ものに同型になる。

函数体上のMordell予 想はdim x3=1の 場合で

あるが,こ れは簡単にdim R=1の 場合に帰着する.

この時定理 3の 条件(イ)はアプリオリに満 されるこ

とが分る :

定理 4([11])。(X,ろR)についてdim X`=dim R=

1,X,は 非特異で種数 g≧2と する。 この時そのコ

ンパクト化 (χ,ろR)で (χろR)が双曲的に埋込まれ

ているものが存在する.(Cf.[3].)

従って函数体上の代数曲線に対するMordeH予

想の別証が得られたことになる.
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